
合亭溶緩駄閤帝都京

巻十二第第ずてZ寛

強

欄

器

車

米
債
寸
」
問
税
ご
の
閲
係
に
就
て

勢
働
者
所
得
に
封
す
る
特
別
課
税

天
保
以
後
の
西
陣

担

副

官

犯

運
賃
延
戻
制

調
逸
古
典
準
汲
の
労
賃
論
'
.

マ
ル
ク
ス
の
絶
封
地
代
に
就
て

U
M
K
労
働
債
値
法
則
ω
安
古
性
百

掛

糟

錦

鰍

資
本
主
義
一
同
踏
切
商
業
山
一
機
能
主
・

統
計
拾
穂
抄
・
・

E

司

-

-

-

-

白

法

一

空

間

士

法
岨

A
ω
r

衆
議
陪
議
員
選
以
出
抑
叫
・
貴
族
院
令
ノ
改
正
・
惜
官
維
持
法
・
附
東
川
一
一
行
ハ
ル
ル
命
令
ニ
依
ル
日
本
船
舶
一
一

閥
ス
ル
件
・
船
柏
如
、
秘
世
話
施
設
法
・
出
業
川
側
提
叫
法
・
倫
敦
協
定
一
一
依
り
賀
施
七
一
フ
ル
ル
コ
ト
ニ
決
定
ン
タ

ル
専
門
家
計
ι
甲
山
(
所
訓

γ
1
ズ
実
蹴
硯
)

船

削

錦

略

本
誌
第
二
十
巻
組
目
録
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肥
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棒
間
半
士

経
済
準
士

経
晴
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半
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労
働
者
所
得
に
劃
す
る
特
別
課
税

神

戸

正

雄

緒
盲
(
本
論
白
目
的
)

第

キ立

努
働
者
説
枕
の
理
山
一
(
川
北
一
消
格
的
地
山

ω王
制
円
相
的
却
同
…

77謀
拾
す
べ
き
現
山
小
山
総
抑
止
…
山
田
山
恕
よ
随
ふ
て

EuvL附
政
治
」
又
位

拙
制
上
日
共
生
ず
べ
き
不
刺
の
格
別
重
き
を
成
さ
ピ
る
事
)

第
二
段
拶
働
者
課
枕
の
方
法
(
↓
崎
按
課
程
方
詰
心
其
方
法
的
共
長
短
叶
其
長
所
川
町
其
短
所
斗
直
接
課
柑
方
法
川
町
其
方
法
川
町
其
民
短
叶
其
長
所
ろ

(

(

(

(

(

{

(

(

(

 

)

j

i

)

)

)

)

)

 

其
短
所
恒
折
衷
的
課
税
方
法
仏
北
方
法
印
引
長
短
い
北
短
所
い
八
吋
平
謀
耽
よ
い
人
的
謀
枕
た
ら
古
る
ζ

と
仲
枕
法
的
期
待
に
反
し
た
る
負
抱
蹄
若

)

)

)

}

}

 

の
可
能
あ
る
こ
と
作
経
済
上
向
い
財
政
収
入
よ
川
刊
行
政
上
九
ゆ
其
長
所
ハ
い
課
耽
技
術
」
作
則
政
収
入
上
作
租
柑
負
強
よ
九
円
負
捨
白
砲
を
い
だ
か
し
め
る

こ
と
b
負
路
感
駆
易
な
る
こ
と

4
長
平
謀
耽
土
)

結
論
(
圭
文
要
旨
)

緒

我
闘
が
今
や
普
選
時
代
に
入
っ
た
ご
い
ふ
こ

Z
は、

近
〈
税
制
上
に
も
何
等
か
の
遜
革
を
賢
ら
す
か

ω如
〈
に

千
阻
戚
せ

L
め
る
。
或

μ
今
後
は
、
盆
々
財
2m負
携
を
厚
か
ら

L
的
、
勢
働
者
負
協
を
薄
か
ら
し
め
る
こ
さ
、
な
る

や
う
に
漁
戚
せ

L
め
Z

。
大
勢
誠
一
は
甘
司
法
に
配
る
り
か
も
知
れ
な
い
。

政
治
は
組
例
、

同
内

ω作
山
貝
川
山
勢
力
凶
強

:市
Z佐

捗
働
者
所
刊
に
謝
す
る
鴨
別
課
枇

第
二
十
巻

(
第
六
貌

ゴL
P、



論

議

捗
働
者
所
得
に
劃
す
る
特
別
課
桔

第
二
半
容

(
第
六
挽

) 

ゴL
~.ミ

四

弱
に
依
っ
て
定
ま
る
の
だ
か
ら
一
、
普
選
に
依
っ

τ無
産
者
の
勢
力
の
高
ま
る
の
結
果
は
、
従
来
の
税
法
が
多
少
正

も
無
産
者
の
利
盆
に
ま
で
鐙
形
さ
る
、
ニ
正
、
な

b
古
う
に
考
へ
ら
る
、
。
其
事
は
必
宇
し
も
惑
い
ご
は
い
へ
な

い
げ
れ
U

」
も
、
又
必
A
V
し
も
良
い
ご
も
い
へ
な
い
。
寅
際
の
大
勢
三
理
想
の
所
在
三
は
別
で
あ
っ
て
、
買
際
の
成

行
仁
は
理
想
的
に
見
て
望
ま
し
く
な

ν
も
の
が
な
い
の
で
な
い
o

理
想
か
ら
い
へ
ば
各
員
が
其
最
公
正
な
る
負
搭

を
鋳
す
こ
己
が
望
ま
し
〈
、
勢
力
岩
な
h
Z
て
、
共
カ
を
濫
用
せ
十
し
て
、

共
の
嘗
3
に
負
携
す
べ
き
も
の
は
準

ん
で
之
に
任
じ
、
力
あ
る
者
は
力
な
き
者
力
少
き
者
よ
り
も
、
む
し
ろ
一
層
多
(
の
犠
牲
を
負
ふ
ご
い
ふ
ほ
ど
に

な
る
事
が
翠
ま
し
い
。
随
ふ
て
今
、
普
選
時
代
に
入
っ
て
、
無
産
者
が
割
合
に
優
勢
ど
な
っ
た
ご
す
る
な
ら
ば
、

無
産
者
に
於

τ其
自
ら
の
負
携
を
俄
か
に
滅
す
る

--zeZ訂
る
よ
り
も
、
共
が
彼
等

ω上
に
置
か
る
、
ニ
芭
の
至

嘗
な
も
の
で
ゐ
る
以
上
は
、
政
て
之
を
進
ん
で
携
ふ
こ

Z
、
な
る
の
が
望
ま
し
い
。
従
来
彼
等
は
消
費
税
を
負
ふ

て
所
得
税
を
逃
れ
来
っ
た
傾
が
あ
る
が
、
併
し
其
消
費
税
の
負
擦
に
て
は
彼
等
の
負
抽
出
自
覚
の
件
は
泊
旅
も
あ
る

か
ら
、

む
し
ろ
彼
等
が
所
得
税
に
於
て
負
携
す
る
こ
ご
に
な
っ
て
欲
し
い
も
の

rご
考
へ
ら
る
、
の
に
、
我
闘
で

は
近
く
行
は
れ
ん

Z
し
て
居
る
税
法
改
正
で
も
、
所
得
税
の
見
枕
黙
を
引
上
げ
ゃ
う
か
ご
の
議
が
あ
る
さ
う
で
あ

っ
て
、
右
の
理
想
イ
」
は
盆
々
逆
行
せ
ん
己
し

τ居
る
o

私
は
敢
て
此
貼
に
つ
い
て
篤
Z
考
慮
を
煩
は

L
た
L
ご
思

ふ
も
の
で
あ
り
、
英
れ
に
最
新
し
い
濁
逸

ω税
法
に
於
て
労
働
者
の
所
得
課
税
に
つ
い
て
の
便
法
の
生
じ
た
こ
ご

か
ら

L
て
も
、
我
固
に
於
て
柑
労
働
者
所
得
課
税
に
閲

L
此
際
、
特
別
の
考
究
の
望
ま
し
き
も
の
あ
り
吉
田
心
ふ
の



で
、
葱
に
此
一
文
を
草
す
る
e
』

Z
、
し
た
諜
で
あ
る
。

第

段

労
働
者
課
税
の
理
由

一
其
消
械
的
理
由
|
|
由
来
、
努
働
者
は
、
枇
舎
的
に
も
下
厨

ω者
ご
し
て
略
(
鵡
ら
れ
て
居
り
、
経
済
上
仁
も

枚
入
の
大
韓
之
し
き
も
の
で
あ
っ
て
、
特
に
直
接
に
課
税
す
る
は
げ
と
の
も
の
で
は
な
い
ご
見
倣
き
れ
て
居
っ
た
。

其
れ
に
資
産
所
得
、
勤
努
所
得
の
封
立
制
聞
か
ら
し
て
、
帥
労
働
者
は
有
産
者
に
比
し
て
樫
課
き
る
ぺ
き
所
以

J

も
の

も
あ
っ
て
(
註
一
)
、
労
々
、
彼
等
は
課
税
上
、
大
に
宥
恕
さ
る
、
の
が
至
蛍
ご
い
ふ
一
】
さ
に
思
は
れ
て
居
っ
た
。

拙
文
純
理
上
よ
り
掘
た
る
則
陸
軍
謀
白
開
山
、

(
註
-
)

二
一
主
一
積
格
的
理
由
|
|
併
し
乍
ら
、
右
の
理
由
の
中
、
資
産
所
得
、
勤
勢
所
得
の
封
立
は
、
ま
に
相
常
曾
重
3
る

ぺ
き
も
の
で
は
あ
る
け
れ
Y
」
も
盲
此

z
t帥
労
働
者
ご
其
他
的
者
己
の
岨
日
立
で
は
な
〈
、
勤
労
の
中
に
は
帥
労
働
者
の

勢
働
以
外
の
も
の
を
も
合
み
、
時
労
働
者
だ
け
に
閲
し
た
こ
ご
で
な
い
の
み
で
な
〈
、

共
貼
は
同
胞
v

り
に
措
労
働
者
じ
も

共
通
な

-
3」
、
し
て
も
、
之
を
別
ざ
し
て
、
脱
則
的
に
勢
働
者
な
る
が
放
を
以
て
免
税
す
ぺ
き
筈
の
も
の
で
は
な

〈
(
註
三
、

A
む
し
ろ
最
近
仁
於
け
る
時
勢
の
援
化
が
、
彼
等
を
課
税
す
ぺ
き
所
以
の
理
由
を
加
へ
つ
、
あ

b
ご
い

(
 

は
な
〈

τは
な
ら
ぬ
。

( 

E圭
) 

ポ
ル
グ
ト
は
、
賃
金
持
働
者
を
原
則
的
に
兎
枕
す
る
ζ

と
に
は
何
等
山
内
的
根
械
が
な
い
と
い
ふ
て
居
る
。

ゲー

l醐

議

勢
働
者
所
得
に
謝
す
る
特
別
課
税

九
六
五

第
二
十
笹

一
) 

(
第
六
挽

127 
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5前

議

九
六
六

勢
働
者
所
得
に
封
ず
る
特
別
課
枯

第
二
十
巻

四
) 

(
第
六
焼

い
経
済
上
ー
ー
か
ら
見

τも
、
近
時
に
於
る
労
働
者
自
身
の
固
結
カ
の
後
達
、
労
働
立
法
の
改
良
等
芭
共
に
、

彼
等
の
地
位
は
盆
々
向
上
し
て
、
茸
(
一
牧
入
叉
は
所
得
は
可
な
り
多
〈
な
っ
工
来
た
。
彼
等
の
賃
金
は
増
加
し
、
彼

等
の
生
活
朕
態
は
、
従
前
よ
り
は
徐
程
良
〈
な
っ
て
居
る
。
之
を
他
の
階
級
Z
比
較
し
て
も
小
地
主
や
小
商
人
や

小
役
人
ゃ
、
所
謂
中
等
階
級
で
ゐ
h
J
且
小
さ
な
有
産
者
で
も
あ
る
や
う
な
連
中
か
ら
見
る
ご
一
居
裕
繭
で
あ
h
、

艦
購
胴
上
に
於
て
は
下
層
階
級
ぜ
は
い
ひ
難
き
の
情
勢
を
示
し
て
居
る
(
龍
三
)
。

(
位
三
)
ベ
ラ
フ
エ
ル
デ
λ

が
之
に
づ
き
巧
#
に
誼
明

L
て
居
る
。
日
〈
、
人
は
一
般
に
勢
働
者
を
以
て
、
所
押
階
段
の
最
低
の
も
の
に
周
す
る
が

如
(
に
考
へ
る
。
併
L
、
今
日
で
は
賀
際
、
勢
働
者
の
上
野
者

ω既
に
中
年
附
級
に
近
〈
、
時
・
と
し
て
は
巾
年
間
執
り
下
居
者
、
小
役
人
等
よ
り

も
よ
り
良
〈
、
中
等
階
粗
に
入
る
所
て
あ
る
。
そ
し
で
此
闘
係
に
於
て
世
界
職
守
に
特
段
な
る
役
目
が
蹄
せ
ら
る
L

ゃ
う
で
あ
り
、
賃
金
は
今

同
、
法
外
た
高
さ
を
一
市

r所
だ
と
。
倫
ほ
之
を
我
岡
田
最
近
の
統
計
に
照
ら
す
白
に
、
大
正
十
一
年
上
半
季
に
於
け
る
持
働
者
山
一
日
平
均
賃
金

前
、
肱
盤
工
、
名
古
崖
E
周
五
拾
参
銭
、
仕
上
工
、
同
じ
〈
名
古
尾
四
回
九
折
七
銭
、
瓦
コ
、
大
阪
四
日
七
拾
五
銭
、
刊
戸
四
阿
七
拾
武
鏡
、
石

工
、
大
限
四
悶
宜
拾
五
銭
、
利
戸
凹
岡
六
拾
七
銭
な

rurふ
記
録
を
も
っ
。
此
は
平
均
で
あ
る
の
だ
か
ら
、
各
人
に
つ
い
て
い
ふ
と
、
之
よ
り
も

造
ト
に
高
い
の
が
あ
り
梓
る
し
、
一
家
に
政
人
の
働
き
手
あ
る
場
骨
白
州
き
、
井
年
所
得
は
随
卦
大
な
も
の
に
上
ぼ
り
得
る
と
推
測
さ
る
込
。
彼

等
を
課
税
上
髄
嗣
L
閑
却
し
て
は
な
ら
な
い
。

ゐ
思
想
上
、
随
ふ
て
又
枇
曾
上
ー
ー
に
も
、
康
民
卒
等
制
酬
の
普
及
ご
共
に
、
労
働
骨
重
の
考
の
進
歩
t
共
仁
、

有
産
座
食
の
人
々
は
或
意
味
仁
於
て
は
む
し
み
其
融
合
的
地
位
を
落
L
、
主
(
肩
身
の
狭
き
を
戚
守
古
る
を
得
、
さ
る

こ
さ
、
も
な
り
、
勢
働
者
こ
そ
却
っ
て
重
き
を
置
か
る
、
や
う
に
な
っ
て
来
た
。
他
の
外
部
か
ら
し

τ而
か
見
ら

Bela Fc¥ld目， Fw. S. 409 阿十三回n本帝関統計年鑑、'423) 



る
、
の
み
で
な
〈
、
勢
働
者
自
ら
ご
し
て
も
芸
白
倉
自
重
の
念
を
高
め
て
来
た
。
今
は
彼
等
の
鼻
息
の
荒
さ
に
貴

族
煮
も
吹
き
飛
ば
き
れ
き
う
な
勢
で
あ
る
。
彼
等
が
此
の
如
〈
に
其
地
位
を
高
め
た
ご
い
ふ
以
上
は
、
彼
等
も
並
(

に
膝
じ
て
彼
等
の
力
相
底
的
負
躍
を
進
ん
で
負
ふ
や
う
に
な
ら
な
(
て
な
ら
ぬ
ご
い
よ
義
務
を
戚
中
ぺ
き
筈
山
り
も

の
で
あ
る
。
彼
等
が
威
張
る
以
上
は
、
其
威
張
る
.
た
り
の
貢
献
を
枇
曾
に
致
さ
な
〈
て
は
な
ら
守
、
枇
合
ご
し
て

も
彼
等
を
最
早
特
別
に
宥
怨
す
る
な
ど
い
ム
に
は
及
ば
旧
制
こ
己
、
も
な
る
o

は
政
治
上
又
は
法
制
上
ー
ー
に
は
我
国
に
て
も
今
や
普
選
が
質
現
さ
れ
た
に
就
い
て
は
、
彼
等
は
最
早
彼
等
の

意
の
一
如
〈
に
政
治
を
左
右

L
得
る
に
返
〈
な
り
、
叉
此
地
位
を
利
用
し
て
其
負
擦
を
逃
れ
ん
さ
も
計
る
の
避
〈
ぺ

か
ら
古
る
勢
を
作
っ
た
の
だ
が
(
討
凹
)
、
併
L
彼
等
の
新
に
得
た
る
政
治
上
の
力
は
本
来
、
此
の
如
〈
に
用
ゐ
る
ぺ

き
も
の
で
は
な
(
、
実
地
位
の
高
く
な
っ
た

rり
、
同
家
公
共
に
封
し

τ、
一
屠
多
〈
謹
す
べ
き
も
の
を
識
さ
な

〈
で
は
な
ら
岨
ご
戚
宇
ぺ
き
筈
で
あ
る
。

(
睦
四
)
ス
ダ
ン
プ
は
、
多
動
民
衆
肱
治
が
立
法
上
戸
有
力
ー
と
な
る
と
き
に
は
、

9
艶
者
に
一
同
町
大
な
丸
携
を
課
す
る
こ
ル
」
誌
な
る
と
hr
ふ
避
〈
べ

4
 

か
ら

f
る
傾
向
が
あ
る
で
あ

b
う
と
い

L
て
居
る
c

つ
ま
り
新
し
き
後
逢
は
、
彼
等
を
宥
恕
す
る
よ

h
は
、
彼
等
を
特
別
に
課
税

1
べ
き
理
由
を
加
へ
た
の
で
あ
り
、

夫
の
資
産
勤
勢
差
等
課
税
論
よ
り

L
て
生
十
る
勢
働
者
軽
認
の
根
擦
の
如
き
も
、
恨
A
T
全
部
で
は
な
い
に
せ
よ
、

芸
一
部
は
緩
和
さ
れ
允
ご
い
ふ
べ
き
で
ゐ
る
。

B
尤
も
術
進
九
で
考
ふ
る
正
、
勢
働
者
課
税
が
経
済
上
枇
曾
上
ヒ

諭

業

勢
働
者
所
得
に
劃
す
る
特
別
課
税

丸
六
七

第
一
一
十
巻

(
館
大
統

E 
) 

Stamp， Curl'cnt problems in finance九ndgOVf~rnm p. n t. p 空 17.4) 



論

議

努
働
者
所
得
に
封
ナ
る
特
別
課
稀

第
二
十
巻

(
第
六
娩

プミ
) 

九
六
八

或
不
利
な
る
結
果
を
資
ら
す
で
b
、
党
(
を
考
慮
し
て
不
課
税
ご
し
叉
は
斡
課
税
ご
す
べ
き
も
の
、
加
〈
で
あ
る
。

卸
も
此
課
税
が
企
業
者
雇
宝
山
負
鎗
に
蹄
す
る
に
け
で
は
、

一
因
産
業
の
不
振
を
招
き
、
主
(
が
労
働
者
り
肩
上
に

落
る
だ
け
で
は
、
彼
等
の
生
活
を
苦
し
め
る
が
如
〈
で
ゐ
っ
て
、
其
等
は
経
済

t
赴
曾
上
、
望
ま
し
が
ら

F
号』

t
r
t
もい
I

ふ
べ
き
が
如
(
だ
が
、
其
が
企
業
者
に
移
き
る
、
ご
レ
ふ
こ

Z
は
必
十
し
も
現
は
る
、

z限
ら
争
、

そ
し
て
其
起
る
場
合
に
は
、
む
し
ろ
企
業
者
に
於
て
堪
へ
得
ら
れ
る
場
合
に
属
し

τ居
h
ノ
、
其
の
企
業
者
に
て
堪

へ
難
き
ほ
ど
の
こ
ご
が
な
い
で
は
な
い
が
、
其
は
極
め

τ稀
な
場
合
で
あ
る
の
み
な
ら
?
、
夫
の
負
獲
が
左
ま
で

大
な
も
の
で
な
い
以
上
は
、
企
業
者
が
企
業
経
済

ω
終
盤
百
じ
於
て
一
屠
り
注
意
改
善
を
計
る
こ
ご
に
よ
り
て
排
消

-
得
な
い
も
の
で
も
な
い
。
其
が
叉
労
働
者
に
臨
す
る
だ
け
に
て
は
、
彼
等

ω生
活
費
の
中
に
は
心
身
に
有
益
な

る
よ

h
は
有
害
な
る
も
の
が
少
が
ら
す
ゐ
つ

τ、
彼
等
が
反
省
す
る
な
ら
ば
、
其
負
携
は
之
を
彼
等
の
骨
凋
め
不
利

な
る
費
用
の
節
約
に
よ
b
て
携
ひ
得
る
誇
で
あ
り
、

或
は
其
れ
だ
け
多
〈
彼
等
の
勤
勉
を
刺
戟
す
る
こ
ご
に
よ
り

て
排
消
し
得
る
こ
て
で
も
あ
る
(
建
五
)
O

あ
ま
り
に
夫
の
負
擦
が
重
い
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
此
等
の
作
用
の
放
同
市

も
薄
い
の
に
が
、
其
が
慨
い
皮
の
も
の
な
れ
ば
、
斜
め
に
労
働
者
の
生
活
を
格
別
に
不
良
己
す
る
な
い
と

ν
ふ
に
は

足
ら
な
い
ー
も
の
で
あ
る
o

(
控
五

市

I

リ
ュ
ー
は
、
之
に
つ
い
て
国
白
い
ζ

と
E
い
ふ
で
居
る
。
日
f
、
必
要
は
嫡
脚
及
向
値
目
力
を
帯
加
す
る
も
D

で
あ
り
、
そ
し
て
租

結
は
必
要
と
い
ふ
こ
と
の
一
略
式
で
あ
る
。
此
事
は
恨
令
、
マ
ツ
カ
ロ
ア
ク
が
描
捕
に
推
理
し
た
搬
あ
る
に
せ
よ
、
其
自
身
許
す
べ
か
ら
f
るも



<1) 

て'
tま
な
ν、
と
0， ) 

第

段

労
働
者
課
税
の
方
法

一
間
接
課
税
方
法

l
l

A
其
方
法
ー
ー
さ
て
、
労
働
者
に
課
税
す
る
ご
し

τ其
に
は
、
従
来
む
し
ろ
間
接
税
た
る
消
費
税
に
依
る
の
が

適
切

r
z看
倣
さ
れ
た
o
其
放
は
此
校
に
次
に
い
ふ
ゃ
う
む
長
所
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

B
其
長
一
知

い
葉
長
所
|
|
限
り
に
労
働
者
じ
課
税
す
る
の
仁
所
得
税
を
周
ふ
る
、
己
す
れ
ば
、
主
(
特
仁
直
接
課
税
法
仁
依

る
さ
し
て
・
行
政
官
ご
し

τの
仕
事
が
面
倒
に
な
る
ば
か
り
で
な
〈
、
義
務
者
に
芭
ち
て
の
手
数
も
繁
〈
、
比
(
矯

め
受
〈
る
打
撃
、
苦
痛
も
大
で
あ
っ
て
、
主
(
の
堪
へ
難
し
Z
す
る
こ
正
、
な
る
の
に
、
間
接
税
に
依
る
こ
ぜ
に
な

れ
ば
、
並
(
税
が
物
の
岡
恨
の
中
に
込
め
て
、
知
ら
や
識
ら
十
の
問
に
負
は
し
め
ら
れ
、
共
打
撃
も
痛
切
で
な
〈
し
て

甚
ザ
」
堪
へ
易
く
、
彼
等
の
負
ふ
の
に
は
む

L
ろ
遁
嘗
な
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
新
〈
て
間
接
消
費
税
は
拙
労
働
の

校
山
也
正
せ
ら
れ
(
空
ハ
)
、
或
は
勢
働
者
に
遁
嘗
な
税
ご
い
は
れ
富
士
)
、
或
は
此
が
負
携
一
般
の
要
求
に
適
ひ
て
彼
等

に
も
課
す
る
縛
め
の
税
に
ご
設
か
れ
(
註
入
)
、
瓦
に
或
は
所
得
税
に
於
け
る
免
税
貼
の
設
置
も
此
間
接
税
の
負
世
相
あ

る
が
矯
め
の
調
償
だ

Z
唱
へ
ら
れ
た
所
で
あ
る
(
註
九
)
。

論

叢

傍
働
者
所
得
に
封
ず
る
特
別
課
税

九
六
丸

第
二
十
巻

(
第
六
都

七
) 
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諭

仙
沼
働
者
所
得
に
劃
す
る
特
別
課
枯

J又
) 

九
七
び

第
ニ
十
巻

1l 

(
第
大
概

(
註
穴
)

ス
ダ
イ
ン
位
、
証
按
祉
は
所
得
の
謀
礎
と
し
て
の
凡
一
べ
て
の
形
式
に
於
け
る
資
本
目
課
柑
を
合
む
の
に
、
間
接
柑
は
勢
働
め
諒
枕
だ
と
い

ひ
、
シ
ェ
フ
レ
ー
も
、
小
な
る
賃
金
所
得
に
劃
し
て
は
、
賃
金
の
祉
は
、
租
輯
値
系
上
、
或
誼
皮
に
課
税
す
べ
き
物
件
へ
の
消
費
税
に
よ
明
て
代

。

ら
る
、
‘
ー
と
い
ふ
て
居
る
。

(
控
士
)

シ
ル
ラ
ス
は
、
間
接
輯
に
依
っ
て
、
財
政
家
は
、
直
接
枕
を
課
す
る
と
と
の
嗣
腕
な
る
貧
乏
人
附
純
に
準
ず
る
こ
と
が
出
車
る
と
怨
し
、

ポ

I
P
A
-
位
、
直
路
柑
に
依
つ
で
は
人
民
の
多
衆
忙
謀
ナ
る
こ
と
は
悶
離
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

(
良
八
)
フ
イ
ス
チ
ン
グ
は
、
公
正
原
則
に
従
ふ
て
成
形
せ
ら
る
ミ
租
枕
組
系
に
於
て
、
人
的
給
付
能
力
に
従
止
課
税
白
羽
求
を
抗
現
す
べ
き
租
税

形
叫
叫
が
直
接
投
で
あ
っ
て
、
人
的
給
刊
能
力
に
適
は
ず
、
併
し
唯
だ
謀
松
一
般
の
嬰
求
を
充
た
す
べ
〈
止
め
ら
れ
た
枕
が
凋
按
粧
だ
之
い
ふ
て
府

る。

(
詰
九
)

拙
文
、
最
小
活
費
免
柏
、
詰
八
参
一
問
。
尚
ほ
ク
ラ
イ
ン
ウ
エ
ヒ
タ
ー
も
、
故
小
伝
吊
資
料
発
枕
に
ワ
い
て
は
、
武
氏
附
枇
山
日
両
者
附
級

よ
り
も
一
府
多
〈
、
崎
投
柑
を
自
は
さ
れ
て
貯
る
こ
と
を
閑
却
し
て
は
な
、
b
白
と
い
ふ
て
肘
る
。

ろ
芸
短
所
1
1
1
此
間
接
方
法
に
依
る
ご
い
ふ
-
}
ご
は
前
に
い
w
L
如
き
の
長
所
も
あ
っ
て
、

如
〈
少
数
貴
族
の
専
横
な
る
政
治
の
行
は
る
、
時
代
(
証
一
己
、
そ

tτ
一
般
民
衆
に
悶
民
自
覚
り
準
ま

Y
る
時
代

そ

1
て
廃
寺

E
D

J

司
令
配
円

u
t
z
t

(
註
二
て
そ
し
て
努
働
者
大
衆
が
経
済
上
の
力
の
弱
か
っ
た
時
代
に
は
恰
か
も
其
長
所
が
著
し
く
現
は
れ
て
泊
嘗

な
る
枕
で
あ
っ
セ
Z
も
い
へ
る
け
れ
ど
も
、

一
光
来
、
式
に
は
貧
な
る
者
に
割
合
に
重
き
負
擦
を
負
は
す
ご
い
ふ
会

卒
課
税
上
の
根
本
的
の
弱
黙
(
註
二
一
)
の
あ
る
所
だ
か
ら
し
て
排
斥
す
べ
き
の
み
で
な
〈
、
今
日
の
如
〈
勢
働
者
の

経
携
の
進
み
た
る
時
代
に
は
、
彼
等
を
課
す
る
に
つ
き
強
ゐ
て
之
に
依
る
の
必
要
も
な
〈
、
又
英
に
依
る
さ
い
ふ

の
は
彼
等
の
自
覚

L
t
居
り
叉
自
獲
し
な
〈

τ
は
な
ら
同
時
代
に
は
不
相
臨
臓
の
も
の
古
い
ふ
ニ
ご
に
な

b
(詰一

Iり8_Stein， Fw. 5 Auf1-. 1I-1I. S. 227. Schιffie， Ste口町n，B. T. S 
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る
(
註
一
回
)
。

三
)
、
斯
〈

τ新
時
代
に
あ
り

τは
盆
々
之
を
棄

τ
、
、
直
接
訴
税
法
に
向
は
ん
芭
す
る
も
の
さ
い
ふ
こ
さ
が
出
来

( 

註
る
。'C)

シ
ェ
フ
レ
l
は
、
土
地
及
貨
幣
貴
族
に
依
る
租
時
構
力
由
主
配
が
、
専
制
主
義
と
新
付
き
て
、
間
接
輯
の
成
形
に
導
い
た
と
い
ふ
て
府

尤
も
之
に
反
封
ず
る
且
方
も
あ
る
o

白
河
一
一
ツ
チ
は
、
民
衆
主
義
が
政
拍
を
支
配
す
る
問
て
は
、
間
接
枯
が
珠
算
出
土
高
を
成
L
、
直
接
粧
が

小
な
並
要
し
か
持
た
古
川
ー
と
い
ふ

τ屑
る
。

(
註
-
四
)

-
ヘ
ラ
フ
エ
ル
」
ア
λ

は
、
園
児
教
宵
及
活
裁
が
設
同
比
す
れ
ば
す
る
ほ

r、
岡
山
本
が
、
直
接
に
和
措
義
務
白
川
挺
に
躍
る
所
山
田
有
白
税

(
底
接
枯
)
を
要
求
し
得
る
が
、
開
民
教
育
及
共
同
心
が
小
い
品
晶
、
同
氏
義
務
自
由
覧
の
弱
い
蕗
て
は
、
む
し
ろ
間
接
柑
が
引
用
さ
れ
な
〈
で
は
な

ら
ぬ
と
縞
L
、
ケ
ツ
ベ
も
、
間
接
枯
は
特
段
な
る
自
前
置
に
依
旬
て
強
は
れ
干
と

V
ふ
て
府
る
。

(
陸
一
ニ
)
此
貼
は
暗
ん
Y
一
凡
〈
て
の
人
的
一
致
す
る
別
で
あ
る
。
制
之
、
ハ
リ
ュ
ー
は
、
消
費
枕
制
度
は
、
特
に
民
衆
消
却
物
を
押
さ
て
日
ワ

此
臨
係
に
於
て
比
例
原
則
に
反
す
る
の
自
然
的
傾
向
を
有
す
る
と
見
し
、
三
ツ
ナ
も
、
市
控
枕
が
ぺ
川
者
附
親
よ
り
も
究
者
附
級
に
一
府
b
b
〈
諒
す

る
こ
と
を
一
世
む
能
は
ず
と
い
ひ
、
ス
タ
ン
プ
も
、
間
接
柏
田
崎
加
が
貧
乏
人
の
靖
諜
を
草
昧
ず
る
こ
と
を
指
示
し
て
、
新
粧
の
設
建
を
持
す
る
を

得
と
鵠

L
、
ヶ
ッ
.
へ
も
、
間
接
税
が
事
牧
な
場
合
に
は
、
民
衆
柑
究
物
を
訴
す
る

ι援
が
あ
っ
て
、
泊
め
に
主
と
し
て
小
所
有
附
枇
に
針
推
せ
し

め
る
こ
と
に
な
る
と
鴻

L
、
ク
ラ
イ
ッ
ウ
エ
ヒ
タ
ー
も
、
間
接
消
費
租
は
唯
だ
断
る
不
精
一
偽
に
各
例
人
を
其
能
力
に
臨
ヒ
て
謀
枕
す
る
。
此
J
P
特

に
品
要
口
問
酷
に
首
る
と
い
ひ
、
ヨ
ン
ヲ

I

Y
は
、
同
提
枕
は
各
出
階
軌
を
過
重
負
指
と
す
る
の
危
険
を
右
ち
、
物
踏
む
選
轄
に
よ
っ
て
は
、
租
粧

を
主
と
し
て
摺
ふ
べ
き
も
白
が
或
は
下
叡
者
で
あ
り
、
或
は
中
年
階
組
て
あ
る
と
い
ひ
、
シ
ェ
フ
レ
ー
は
、
同
接
謀
間

ι-
般
及
平
等

E
失
ふ
と

指
す
。

(
融
一
三
)

(
桂
一
回
)

4
 

ス
タ
シ
プ
位
、
今
日
目
考
か
で
は
納
税
者
が
負
指
自
戒
も
白
を
感
ず
eへ
き
こ
と
が
良
い
こ
と
に
な
っ
た
と
い
ふ
で
居
る
。

ス
タ
シ
プ
は
、
現
粗
輯
制
度
が
、
衣
第
に
、
人
的
所
刊
日
課
枯
を
主
要
部
と
す
る
一
又
は
ニ
の
品
川
H

迦
白
形
の
右
に
向
ひ
っ
L
あ
っ
て
、
同

論

業

A 
-[; 

勢
働
者
所
得
に
到
す
る
特
別
課
税

第
二
十
容

{
第
六
焼

丸
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五九
嗣

労
働
者
所
得
に
封
ず
る
特
別
課
枕

第
二
十
巻

九
七

(
第
六
焼

O 
) 

議

接
砥
の
種
々
な
る
瞳
系
は
、
仮
令
党
結
封
収
入
闘
が
維
持
ぎ
る
、
?
と
も
、
比
較
的
重
要
の
小
い
地
位
較
占
め
つ
L

あ
る
こ
と
錠
庁
し
と
い
r

ひ
、
タ

ヲ
イ
ン
ウ
Z

ヒ
タ

1
は
、
租
桔
が
所
得
に
臨
じ
て
課
せ
ら
る
べ
し
と
し
v

ふ
こ
と
が
、
既
存
枯
特
に
間
接
殺
て
は
主
張

L
得
な
い
か
ら
、
凡
べ
て
此

5
 

等
白
描
が
鹿
止
さ
れ
、

m
一
長
正
な
る
所
得
役
に
依
っ
て
代
ら
る
@
へ
き
己
と
が
、
往
々
に
し
て
唱
へ
ら
る
と
い
ふ
て
肘
品
。

二
直
接
認
税
方
法

A
其
方
法
|
|
共
は
従
来
の
間
接
課
税
方
法
の
弱
黙
を
認
め
て
、
之
に
代
っ
て
、

に
て
、
相
常
一
両
い
兎
税
黙
を
持
も
っ
、
、
勢
働
者
所
得
を
も
課
税
し
、
勢
働
者
を
も
組
税
義
務
者
Z
匁
し
て
、
彼

一
般
綜
合
人
的
所
得
税
の
中

等
(B)を

いつ某し
其長て
長 短所
所得

le  申
其告
はせ
ま日 L 
何め

も
一
定
納
期
に
彼
等
よ
り
取
立
つ
る

ω方
法
に
依
ら
う
ご
い
ふ
こ
さ
に
な
っ
た
。

間
接
法
の
快
駄
を
有
た
さ
る
こ
己
が
出
来
る
o

能
力
に
針

L
て
会
所
T
t
い

千
二
」
に
も
な
り
得
る

L
(説
一
妻
、
義
務
者
た
る
拙
労
働
者
の
自
覚
り
下
に
取
る
ご
い
ふ
一
】
正
に
も
な
り
、
今
日
の

進
み
た
る
事
情
に
も
相
感
し
た
も
の
正
レ
ふ
-
』
ご
が
出
来
る
。

(
註
-
五
)

前

l
p
Z
1
は
、
直
接
措
は
一
一
居
合
皿
的
日
↑
田
町
公
平
な
る
祉
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

ろ
英
知
所

1
iけ
れ
ど
も
此
方
法
は
特
に
勢
働
者
所
得
の
性
般
か
ら

L
t
は
不
通
憶
で
ゐ
勺
て
、
之
に
依
る

正
す
れ
ば
、
本
来
捕
捉
し
な
〈
て
な
ら
ぬ
所
得
を
可
な
り
多
〈
漣
股
せ
し
め
る
唱
』
ご
に
な
る
恐
が
あ
る
。
其
は
彼

等
の
給
料
が
可
な
h
J
多
く

日
給
で
あ
っ
て
月
叉
は
年
で
は
定
ら
宇
、

そ
し

τ或
雇
主
て
の
関
係
も
必
宇
し
も
総

Stnl11p， Thc Fl1ndamcnti'tl principlc5ド 2-1-_ Klcinwii.chtcr， n. [L. O. S 
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鎖
的
で
な
〈
、
麗
々
解
雇
さ
れ
、
経
済
上
の
好
況
不
況
、
天
候
其
他
り
自
然
的
原
因
に
よ
り
て
も
仕
事
が
往
々
に

し
て
中
断
せ
ら
れ
、
給
料
の
高
苫
に
も
動
揺
の
生
じ
得
る
に
於
て
、
巽
所
得
を
環
算
申
告
す
る
こ
芭
の
難
い
て
い

ふ
事
情
が
あ

h
、
互
に
は
、
此
の
如
〈
に
し

τ其
就
業
の
場
所
が
屡
々
移
動
し
、
時
間
的
に
も
就
業
が
中
断
し
所

待
が
中
断
し
又
は
動
揺
し
、

そ
し
て
其
所
得
を
使
用
す
る
に
嘗
て
は
、

む
し
ろ
入
る
に
従
っ
て
出
す
ご
い
v

ふ
風
で

あ
る
ご
い
十
ふ
に
於
て
、
之
を

L
て
一
定
の
時
期
、
例
之
、
年
四
期
ご
か
に
一
定
の
場
彪
に

τ納
め
し
む
る
こ
さ
も

六
っ
か
し
い
ご
い
ム
事
情
が
ゐ
る
(
註
一
六
)
。
げ
い
か
ら
し
て
比
方
法
に
依
る
さ
き
に
遁
脆
の
多
〈
な
る
の
も
自
然
の

勢
で
あ
る
。

(
鮭
-
六
)

最
近
、
協
調
曾
の
有
盆
な
る
報
告
に
依
る
も
、
徴
税
技
術
に
難
易
あ
る
が
儒
め
に
、
停
給
生
活
者
は
同
額
白
所
得
あ
る
職
工
に
比
較
し

て
、
よ
り
多
(
的
公
課
を
負
摺
す
る
場
合
多
か
る
べ
し
と
位
、
普
通
に
想
像
さ
る
、
所
だ
が
、
本
調
査
の
結
果
も
亦
之
に
一
致
し
て
貯
る
在
日
1

ふ

ゎ

事
で
あ
る
。

伽
ほ
、
，
ヘ
ラ
フ
Z

ル
デ
ス
は
、
勢
働
悶
得
課
柏
田
技
術
上
甲
賀
行
は
、
近
代
交
遡
及
定
代
的
住
居
替
動
の
大
な
琵
塗
に
顧
慮
L
、
史
に
賃
取
勢

働
献
態
の
浮
動
的
性
質
に
考
慮
し
て
、
大
困
難
に
遇

m
v
H
つ
大
壁
用
と
結
付
〈
と
い
ひ
、
ス
タ
ン
プ
も
、
賓
乏
人
目
直
接
融
措
陪
其
等
の
階
級
山

短
期
に
鐙
勤
す
る
能
力
に
一
致
し
ゃ
う
止
す
れ
ば
、
皮
々
麓
化
す
る
額
に
て
行
は
れ
な
(
で
は
な
ら
向
。
そ
し
て
新
の
如
き
抵
は
蹴
課
徴
牝
由
厄

介
な
も
の
だ
と
い
ひ
、
ケ
ソ
・
へ
は
、
勢
盈
共
も
白
ミ
不
確
貴
及
勘
接
、
車
に
比
白
削
き
小
所
得
を
畳
取
る
者
に
て
枯
額
の
正
株

E
つ
完
全
な
る
徴

牧
白
樫
験
上
白
困
難
及
不
相
同
な
る
費
用
(
屡
土
ι
一
地
位
及
住
所
を
鑓
挺
す
る
ζ

と
、
賞
金
の
即
時
前
費
き
る
誌
と
と
)
を
桟
意

L
、

8
 

勢
働
者
の
移
動
性
が
他
自
柏
町
、
も
山
特
に
白
山
職
業
者
よ
り
も
一
暦
大
だ
と
し
て
居
る
。

ニ
ツ
ヲ
も
、

論

叢

-
日
「
勢
同
者
所
得
課
税
に
つ
い
て
間
接
枕
山
線
黙
に
顧
み
て
、
碇
接
税
に
依
も
う
古

持
働
者
所
得
に
劃
す
る
特
別
課
稔

此
の
如
く
に
見
来
る
さ
、

第
二
十
巻

(
第
六
焼

コ

) 

九
七
三

p 
協調官、障給生活者職工生計調査報昔、 20、
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論

叢

勢
働
者
所
得
に
封
ず
る
特
別
課
枕

九
ヒ
四

第
二
十
巻

) 

(
都
大
披

L
た
け
れ

H

ど
も
、
又
其
直
接
法
の
快
勅
を
見
出
す
に
於
て
、
再
び
間
接
法
に
逆
戻
り
す
る
の
外
な
き
が
如
〈
に
も

見
ゆ
る
。
斯
〈
て
附
労
働
者
所
得
の
如
き
不
規
則
な
も
の
に
は
間
接
枕
を
採
る
の
外
な
し
ご
い
ふ
人
も
あ
る
言
一

七
)
。
併
し
英
れ
で
は
叉
此
に
件
ふ
不
都
合
、
侠
酔
却
が
あ
る
か
ら
、
比
に
飾
る
こ
ご
に
も
跨
踏

L
な
け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
怒
に
於

τhr勢
働
者
課
税
方
法
ご
し
て
失
の
折
衷
的
の
方
法
に
依
る
の
を
捷
む
べ
し
ご
す
る
こ
ご
に
な
ら
ゴ

る
を
得
な
い
。

(
註
-
七
)

ペ
ラ
ア
エ
ル
ダ
ス
は
、
凡
ペ
で

O
小
な
る
且
つ
不
剖
則
に
流
入
す
る
所
得
に
て
は
、
周
按
措
が
む
し
る
直
接
描
よ
り
も
目
的
に
適
ふ
と

g
 

い
ふ
こ
と
が
腕
だ
と
い
ふ
て
居
る
。

三
折
衷
的
課
税
方
法

A
其
方
法
|
|
共
は
竿
直
接
課
税
方
法
で
あ
り
、

f
、

叫

L

税
方
怯
ご
い
は
る
、
一
』
ご
も
あ
る
が
、
む

L
ろ
一
の
特
殊
の
直
接
謀
枚
方
法
ご
い
ふ
べ
き
で
あ
る
。
其
は
現
に
我

又
、
宇
間
接
課
税
方
法
で
も
ゐ
る
。
軍
に
之
を
一
の
間
接
訴

閥
所
得
税
の
第
二
積
所
得
に
、
真
に
は
鴻
行
税
に
も
行
は
る
、
方
法
で
あ
っ
て
、
義
務
者
自
ら
が
納
税
手
維
を
行

は
十
、
第
三
者
た
る
特
定
人
が
徴
税
禰
初
機
関
Z
し

τ之
を
行
ム
の
で
あ
る
。
形
か
ら
い
ふ
さ
間
接
だ
が
、
貨
か

ら
い
ふ
Z
義
務
者
が
官
接
に
納
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
今
之
を
我
国
で
労
働
者
所
得
税
税
に
通
用
す
る
ご
す
れ

ば
、
職
工
第
役
者
使
用
人
家
事
補
助
君
等
に
し
て
年
般
試
千
回
以
下
の
も
の
仁
ゐ
つ

τは、
其
一
雇
主
又
は
給
料
支

抽
加
者
を
し
て
、
給
料
中
よ
h
其
支
搬
の
都
度
、

一
定
最
小
挙
例
之
、
百
分
一
に
静
岡
る
も
の

rけ
天
引
せ
し
め
、
毎

Bela Foldes， a. a. O. S. 408 
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月
十
日
ま
で
に
前
月
分
を
取
纏
め
て
政
府
に
納
め

L
h
H
る
の
で
あ
る
(
註
一
λ
)
0

之
に
つ
き
或
は
一
旦
雇
主
よ
h
政

府
へ
納
め
た
る
の
後
、
各
勢
働
者
に
て
禁
杢
所
得
額
が
第
三
種
所
得
税
に
於
り
る
兎
税
鮎
以
下
な
る
ご
き
は
、
之

を
諮
明
す
る
こ
己
に
よ
り
て
、

芸
税
額
に
営
る
も
の
ぞ
政
府
よ
b
取
戻
し
、
夫
の
免
税
結
以
上
、

一
定
の
他
の
黙

以
下
で
あ
っ
て
輯
税
率
遁
用
の
事
由
あ
る

Z
き
は
之
を
詮
明
す
る
こ
ご
に
よ
り
て
、
相
官
な
る
一
部
税
額
を
取
戻

す
こ
ご
を
許
す
記
す
る
の
も
一
方
法
で
あ
る
(
註
一
九
)
が
、
此
は
必
A
Y
し
も
行
は
な
く
て
な
ら
ぬ
ぜ
い
ふ
ほ

E
り
も

の
で
は
な
〈
、
夫
の
最
小
一
定
枕
率
が
低
い
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
新
の
如
き
宥
恕
特
典
を
作
ら
な
〈
て
も
、
堪

へ
ら
れ
ぬ
も
の
で
は
な
い
い
ご
思
ふ
。
又
之
を
行
ふ
こ
ご
に
よ
り
て
手
鎖
繁
雑
に
過
ぐ
る
の
弊
も
あ
る
。
或
は
今
一

に
は
、
叫
労
働
者
の
所
得
額
の
方
に
て
日
給
正
し
て
の
最
小
額
を
定
め
1
、
其
以
下
の
も
の
に
は
之
を
認
せ
す
、
宜
(

以
上
で
あ
っ
て
他

ω黙
以
下
の
も
の
に
の
み
之
を
認
す
る
さ
す
る
の
も
、
小
所
得
者
出
羽
部

ω方
法
ご
し
て
は
考
へ

ら
れ
得
る
o

此
方
法
は
前
の
方
法
に
比
し
て
は
取
扱
一
層
簡
単
に
が
、
向
ほ
此
最
低
限
界
黙
を
定
め
る
の
に
速
は

な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
叉
夫
の
一
税
率
3
へ
低
く
に
定
め
た
な
ら
ば
、
此

ω如
き
最
下
限
を
定
め
A
r
z
も
良
(
は
な
い

か
ご
思
は
る
、
。

「
註
一
八
)
此
種
目
方
法
は
一
九
二

O
年
白
濁
謹
所
得
税
白
採
う
た
所
て
あ
る
。

(
註
-
九
)

英
同
訟
が
配
官
、
利
子
、
地
代
、
単
金
等
源
泉
課
枕
に
依
る
も
の
に
到
し
で
行
ふ
て
居
る
別
で
あ
る
山

(B) 
主主
長
主E

言荷

議

捗
働
者
所
得
に
到
す
る
特
別
課
時

九
E
E

第
二
十
巻

(
第
六
斑

s. 263 ff. Strutz， Handausg.凡bedes Einkommensteuergesetzes. 3 Au日
Koppe， a. el.. O. s. 60 
Gully， Income t<lX up to date. p. 10. 
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議

勢
働
者
所
得
に
謝
す
る
特
別
謀
積

第
二
十
巻

(
第
大
韓

=
一
四
)

九
七
六

論い
其
短
所
1

1

1
n公
卒
課
税
上
ー
ー
に
は

a
其
が
源
泉
課
税
な
る
が
匁
め
に
累
準
家
・
を
採
る
こ
己
が
出
来
示
、
免
税
離
が

出
来
す
、
人
的
事
情
の
考
慮
も
行
ひ
難

L
Z
い
ふ
の
大
快
貼
を
有
つ
(
註
二
C
)
O

此
は
確
か
に
此
方
法
の
最
大
の
弱

鮎
で
め
る
o

併

L
此
稀
ゆ
ニ
ご
は
此
場
合
の
み
に
限
っ
た
こ
さ
で
は
な
〈
、
阪
に
現
在
我
が
所
得
税
の
第
二
積
所

得
に
行
は
れ
て
居
る
の
で
ゐ
b
、
叉
其
は
武
千
園
以
下
の
小
所
得
者
に
閲
す
る
の
で
、
共
等
の
人
々
は
何
れ
も
其

日
な
り
の
生
活
を
途
「
る
人
々
で
あ
っ
て
、
並
(
等
の
者
に
封

L
て
比
例
課
税
の
奥
ふ
る
苦
痛
に
は
大
差
な
し
ご
も

い
は
れ
得
る
し
、
唯
だ
英
中
で
も
一
屠
下
級
に
属
す
る
者
に
は
幾
ら
か
気
の
毒
の
ゃ
う
で
も
あ
る
が
、
此
ぜ
て
夫

の
税
率
が
ほ
い
も
の
で
ゐ
る
な
ら
ば
、
左
ま
で
堪
へ
難
い
ぜ
い
ふ
ほ
ど
の
も
の
ご
も
な
る
ま
い
(
詰
二
一
)
。
特
に
今

日
彼
等
一
か
携
L
所
の
間
接
消
費
税
芭
比
較
し

τ見
れ
ば
、
消
費
の
大
小
仁
比
例
す
る
消
費
税
よ
り
は
、
所
得
の
大

小
に
比
例
[
た
此
課
税
の
方
が
一
層
会
卒
で
も
あ
り
、
堪
へ
易
い
も
の
ご
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
b
そ
れ
か

雇
主
の
直
接
負
携

ご
な
る
こ
ご
が
生
じ
得
る
o

然
る
己
き
は
主
(
れ
ピ
け
に
て
は
立
法
者
の
期
待
し
た
よ
り
も
他
の
者
の
負
強
に
蹄
す

一一 一一

ら
此
税
が
辰
主
の
蕗
で
認
せ
ら
る
、
の
ピ
が
、
此
が
義
務
者
た
る
勢
働
者
に
移
き
れ
な
い
で
、

る
評
で
、
此
馳
に
於
て
も
一
の
不
公
平
可
能
あ

h
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
旧
制
。
併
し
芙
不
必
卒
可
抱
た
る
、
見
様
に

4
り
て
は
カ
の
乏
し
き
叫
労
働
者
的
負
携
を
軽
易
ご
す
る
こ
さ
に
な
る
誇
で
あ
り
、
彼
等
を
宥
恕
す
る
己
ご
に
も
な

り
、
彼
等
を
し
て
之
が
義
務
者
た
る
の
名
を
得
て
・
負
擦
の
賞
を
避
り
し
む
る
の
便
法
ご
も
い
ふ
べ
〈
、
彼
等
が



比
較
的
カ
の
乏

L
き
者
で
あ
る
ピ
け
、
怒
す
べ
き
の
一
不
必
卒
可
能
ご
い
ふ
-
』
己
を
得
る
。

(註ニ
O
)

チ
ヌ
カ
は
、
掠
泉
課
践
の
世
耕
は
、
所
得
白
穐
類
比
高
さ
に
依
り
て
の
分
級
の
困
難
に
あ
り
と
柏
崎
し
、
エ

1
4
ル
ヒ
は
、
海
泉
課
枯
に

て
は
、
正
常
な
る
租
枕
輯
嫁
が
必
ず
し
も
行
は
れ
ず
、
相
続
義
務
者
U
全
臨
問
符
心
掴
視
が
北
は
れ
、
随
S
て
租
稔
里
程
及
給
付
能
力
を
滅
ず
べ
き

事
情
心
掛
闘
が
一
行
は
れ
子
文
位
行
は
る
L

こ
と
同
昨
き
の
献
品
を
有
つ
左
備
し
、
ロ
ビ
ン
ソ
シ
、
ジ
ヰ
ン
セ
シ
、
シ
ル
ラ
ヌ
等
、
此
に
於
て
累
話

題
用
の
困
難
な
る
こ
と
を
依
貼
也
ー
と
詑
〈
。

(
註
一
一
一
)
グ
ラ
イ
ン
ウ
品
ヒ
タ
ー
は
、
小
所
持
だ
恥
ら
と
い
ふ
て
日
同
然
に
兜
枕
白
瑚
由
と
は
な
ら
な
い
。
何
と
な
れ
ば
制
民
(
日
雇

僕
粋
事
)
て
も
一
一
一
馬
克
や
五
十
布
の
揖
を
指
ひ
得
な
い
と
と
り
た
い
事
出
疑
な
い
F
ら
と
い
ふ
て
屑
る
叫

手
エ
職
人
、

ヨ
経
済
上
1
i右
1
の
b

に
て
い
ふ
可
能

ωゐ
る
に
け
で
は
、
雇
主
が
生
産
的
事
業
者
た
る
限
b
、
英
生

産
費
倍
業
費
の
増
加
ご
な
っ
て
、
其
闘
の
産
業
の
後
遺
を
妨
げ
る
ご
い
よ
恐
が
ゐ
h
得
る
。
併
し
此
の
如
き
こ
さ

が
必
ず
し
も
常
に
起
る
の
で
は
な
〈
、
比
較
的
高
級
の
労
務
者
の
場
合
仁
は
新
〈
の
如
〈
じ
な
る
こ
ご
が
少
〈

(
註
ニ
二
)
、
叉
此
が
寝
中
士
に
移
さ
る
、
場
合
に
で
も
、
英
度
合
が
、
賃
金
給
料
ご
し

τ梯
は
る
、
も
の
、
百
分
一
吉

か
い
ふ
小
額
に
止
ま
る
に
於

τ、
共
事
業
に
於
け
る
諸
材
料
に
於
て
生
す
る
こ
ぜ
あ
る
〈
き
時
々
刻
々
の
騰
貴
に

比
し
て
は
、
殆
ん
ど
い
ふ
に
足
ら
ぬ
も
の
で
、
主
(
が
産
業
の
上
ド
ド
致
命
的
の
大
打
撃
を
奥
ふ
る
ご
い
ふ
は

H

と
の
こ

ご
は
あ
る
ま
じ
く
、
大
し
た
不
都
合
は
な
い
V

も
の
ご
レ
ふ
て
良
レ
。

(註-一--)
パ
ス
一
ア

1
プ
ル
は
、
高
き
賃
金
撃
の
上
田
祇
は
容
易
に
神
様
せ
ら
れ
ず
と
い
ふ
て
居
る
U

3
財
政
枚
入
上

|
i
に
は
、
業
税
率
が
自
ら
資
本
所
得
た
る
第
一
一
利
所
得
り
や
う
に
高

ν税
率
正
い
ふ
唱
、

論

議

努
働
#
所
得
に
謝
す
る
特
別
課
枕

(
第
六
競

三
五
)

第
二
十
巻

九
ヒ
士

Tyszkil' F¥c _2 Anfl. S. r78._ Eheberg.! .}~~. ~8 & 19 Au自 S.299.Robin 
son， Public finance. p. 35・]ensen，I)ub!ic finance. p. 347・Shirr九九 1. 
c. p. 273 
KleillwachtじC，礼，t.O. S. 17G-7 
Bastable， Public fi.nance. 3日1.p. 493 
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諭

叢

多
働
者
所
得
に
封
ナ
る
特
別
課
税

第
二
十
巻

(
第
六
腕

ム，、
) 

九
七
八

さ
が
出
来
宇
、

笑
よ
b
は
迄
hr
仁
眠
怖
い
も
の
ご
せ
ら
る
、
の
外
な
〈
、
共
矯
め
之
が
税
の
枚
入
が
た
ま
で
大
で
な

〈
、
む
し
ろ
秘
め
て
小
レ
も
の
に
過
ぎ
泊
ど

γ
そ
=
」
を
倹
貼
ご
し
な
け
れ
ば
な
ら
心
。

4
行
政
上
ー
ー
に
は
此
が
課
税
適
用
範
園
の
決
定
難
ご
い
ふ
こ

F
f快
貼
ご
銭
す
。
其
は
多
数
の
勢
働
者

に
つ
い
て
は
問
題
ご
な
ら
ぬ
け
れ
H

と
も
、
主
(
或
も
の
に
至
つ
て
は
第
働
者
た
り
や
否
ゃ
を
決
し
難
車
場
合
を
生
す

る
O

で
此
は
年
牧
凡
毛
或
千
聞
こ
か
い
ふ
一
定
額
以
下
の
給
料
を
受
〈
る
者
ご
し
、
其
に
て
大
躍
の
区
別
を
す
る

よ
り
外
な
レ
で
あ
ら
う
。
蒸
れ
で
は
多
少
機
械
的
の
匝
別
だ
ご
い
よ
非
難
を
品
目
れ
宇
、
此
分
界
結
以
上
正
な
る
ご

以
下
ご
な
る
ご
に
て
負
携
仁
不
会
卒
を
生
宇
ぜ
い
ふ
の
非
難
も
受
け
る
だ
ら
う
が
、
北
(
は
此
稀
の
事
項
に
は
佐
々

仁
し
て
遊
り
ら
れ
な
い
噌
』
ご
で
あ
る
。

ろ
其
長
所

-
謀
枕
技
術
上
|
|
上
記
の
如
〈
此
方
法
に
は
色
々
の
侠
貼
は
あ
る
が
、
併
し
叉
別
に
長
所
も
あ
っ

τ
、

棄
て
た
も
の
で
な
い
ご
い
v

p
で
}
ご
が
出
来
る
。
第
一
に
は
比
法
は
徴
税
が
容
易
で
ゐ
h
(詑
一
一
一
ニ
)
、
随
ふ
て
徴
税
費

~"~九一一
~ 

少
く

τ済
み
(
詰
二
問
)
、
綜
合
主
義
で
あ
っ
た
な
ら
ば
捕
捉
l
得
な
か
っ
た
所
得
を
も
捕
捉
し
得
る
(
詩
二
五
)
正
い
ふ

重
大
な
る
長
所
が
あ
る
。

(
註
ニ
三
)

チ
ス
カ
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
シ
ル
一
フ
λ

静
、
此
方
訣
が
徴
肱
を
簡
単
な
ら

L
む
る
こ
ξ
を
間
帯
げ
、
肺
に
シ
ル
一
フ
ヌ
は
、
此
方
訟
が
徴
相
者

と
納
柑
者
と
の
街
突
を
漣
〈
る
の
投
梨
あ
り
と
お
し
、
前
l
リ
ユ
ー
は
、
悶
障
は
之
に
よ
り
て
厨
の
容
易
及
昨
日
H
E
M
て
目
的
を
謹
す
と
低



tp e
 

す
G

(
註
ニ
四
)
シ
ル
一
フ
ス
は
、
賃
金
山
直
接
諜
抵
は
徴
収
費
白
多

t
が
ふ
る
錫
め
の
故
に
禁
止
的
だ
と
却
し
、
ヌ
ト
ル
ツ
ツ
は
、
捗
賃
白
源
泉
課
税
に

上
り
、
小
所
得
て
は
租
耽
牧
額
に
割
合
点
で
特
に
多
究
な
る
賦
謀
が
避
け
ら
れ
、
又
は
兎
に
泊
、
制
限
せ
ら
る
と
い
日
、
ヂ

1

7
エ
ル
も
、
最
小

費
削
に
で
最
大
殺
呆
を
事
げ
、
大
な
ら
♂
る
背
柑
に
て
大
な
る
成
果
を
肱
め
る
こ
と
は
間
接
訟
白
賜
だ
と
い
ふ
て
居
町
一
一
。

(
控
二
五
)

ナ
λ

カ
位
、
源
泉
課
枯
で
は
所
得
の
大
部
分
計
事
物
白
性
質
に
従

L
て
課
措
よ
り
過
る
λ

こ
と
を
得
ぬ
会
い
ひ
、
パ
ス
テ

1
7
ル
も
、

此
に
て
は
、
所
得
目
別
々
の
海
が
押
へ
ら
れ
て
、
取
督
が
一
府
容
易
と
な
る
と
い
ひ
、
市

1
リ
ユ
ー
は
、
之
に
よ
り
て
肱
慣
の
構
令
を
減
少
ナ
止

処

L
、
ヂ

1

7
エ
ル
は
、
此
に
て
は
虚
仰
の
保
護
が
奥
へ
ら
れ
ず
と
い
ふ
て
居
る
。
倫
陪
、
ス
タ
ン
プ
仕
、
綜
合
申
告
主
議
に
依
る
所
得
抵
は
グ

ヲ
ッ
ド
ス
ト
I
Y
K
依
れ
ば
、
虚
偶
者
同
た
ら
し
む
る
申
故
に
不
良
で
あ
り
、
之
が
最
良
動
型
は
、
人
々
を
し
て
其
自
身
の
評
定
人
た
ら
し
め

f

る
も
の
に
存
す
と
い
ふ
こ
と
が
通
例
唱
へ
ら
る
と
い
ふ
て
居

h
o

ヨ
財
政
投
入
上
|
ー
に
は
、
上
記
、
徴
牧
費
の
少
く
て
済
な
ζ

ご
並
に
遁
肢
を
少
か
ら

L
h
u
る

-Eが
相

待
っ
て
、
枚
入
を
割
合
仁
多
か
ら
し
む
る
-
』
芭
に
な
る
(
註
ニ
ム
ハ
)
。

(
富
二
六
)

ス
ト
ル
ッ
ク
は
、
勢
賃
白
~
自
分
十
四
引
去
、
出
(
い
へ
ば
一
定
。
挫
酷
並
に
、
共
雇
J
i
よ
り

L
て
の
柑
務
官
蹄
へ
白
提
出
に
怯
っ
て
、

小
勢
働
所
得
に
て
は
兎
角
枕
四
取
れ
な
い
こ
と
に
困
る
特
に
大
仕
依
陥
が
防
が
れ
る
と
錆
し
、
ロ
ビ
ン
ソ
ン
、
シ
ル
ラ
ス
は
、
此
源
泉
課
税
法
が

枕
牧
入
を
増
加
す
る
も
の
と
掲
L
、
エ

1

4
ル
ヒ
は
、
此
が
掘
し
て
、
よ
り
良
き
租
枕
成
績
を
附
草
川
、
る
も
の
と
鴻
し
、
釘

1
リ
ュ
ー
は
、
之
に
よ

9
 

w
リ
て
閣
廟
利
益
出
他
制
度
に
よ
り
て
上
り
も
一
厨
有
数
忙
保
誕
さ
る
誌
と
い
ふ
て
居
る
。

ー
租
税
負
搭
上
a
此
方
法
に
よ
ち
て
労
働
者
を

L
て
従
来
の
や
う
に
単
に
間
接
消
費
税
に
依
る
間
接

の
負
携
者
ち
b
L
め
守
、
彼
等
を
も
租
税
義
務
者

J
F
F

潟
し
、
彼
等
を
し
て
も
之
が
義
務
者
ピ

L
て
国
費
を
分
際

t

論

都
働
者
高
得
に
封
ず
る
軒
到
諒
輯

九
七
九

叢

第
二
十
巻

(
第
式
競

七
) 
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E時

設

九
入

O

発
働
者
所
得
に
封
寸
る
特
別
諜
酷

第
二
十
巻

(
第
六
腕

三
八
〕

て
居
る
ご
い
ふ
白
血
閣
を
有
た
し
め
得
る
ご
い
ふ
こ
ご
は
(
註
王

h

)

確
が
に
時
代
の
進
歩
に
順
臆
し
た
大
な
る
長
所
ご

い
は
な
り
れ
ば
な
ら
泊
。

b
之
正
岡
崎
に
、
此
方
法
じ
は
、
車
純
な
る
庶
接
訟
松
方
訟
の
如
〈
労
働
者
に
重
い
負

擦
の
戚
知
を
い
だ
か

L
む
る
こ
ご
も
な
〈
‘
立
h

負
携
を
直
接
課
税
の
場
合
よ
り
は
一
府
将
〈
戚
世
し
め
る
-
】
ご
を

得
る
ご
い
ふ
こ
ご
が
あ
る
(
詫
ニ
凡
)
O

是
れ
亦
此
方
法
の
一
長
所
で
あ
る
。

(
註
ニ
七
)
前
出
話
一
一
二
、
参
開
。

出
回
〈
い
へ
ば
一
定
白
控
除
を
行
ふ
て
司
一
府
主
か
ら
穐
務
咋
臨
に
提
出
す
る
こ
と
に
依
っ

て
、
義
務
者
に
・
と
り
て
温
例
、
最
僅
か
感
ず
ら
る
λ

時
期
に
徴
粧
が
置
か
る
λ

こ
と
に
な
る
と
い
ひ
、

V

ル
一
フ
ス
は
、
調
泉
謀
桔
に
よ
っ
て
納
積

者
が
租
枕
色
掃
を
故
小
〈
感
ず
る
と
活
L
、
ベ
ヲ
フ
エ
ル
デ
ス
も
、
英
国
白
源
泉
課
枯
法
に
よ
っ
て
義
務
者
が
租
粧
を
一
間
鰹
〈
感
ピ
て
明
る
と

川
訓

い
ふ
て
居
る
。

(註ニ
A
)

ス
ト
ル
ツ
ツ
は
、
持
賃
四
百
分
十
の
天
引

4
R公
平
課
税
土
|
|
此
方
法
に
大
快
勅
の
あ
る
こ
芭
は
上
じ
レ
ふ
如
〈

rが
、
併
し
見
様
に
よ
り
て
は
此

に
も
此
見
地
か
ら
し
て
の
長
所
が
な
い
の
で
は
な
い
。
先
づ
夫
の
間
接
消
費
税
に
よ
hJ
て
勢
働
者
を
間
接
に
負
捻

せ
し
め
る
の
に
比

L
て
は
遥
か
に
公
平
上
勝
っ
て
居
る
。
共
事
を
別
ご
し
て
も
、
特
に
陪
間
的
一
元
来
を
考
慮
に
入

る
、
に
於
て
、
此
方
法
が
綜
合
申
告
に
依
る
直
接
課
税
方
法
よ
り
も
、

よ
り
多
〈
、
短
い
期
間
に
於
け
る
共
時
々

の
勢
働
者
の
能
力
に
遁
臆
し
た
負
携
ご
な
り
得
る
(
き
プ
九
)
。
時
宵
倒
岩
の
就
業
及
所
得
牧
得
蚊
態
以
間
断
な
〈
漣
績

す
る
ご
い
v

ふ
事
が
必
す
し
も
出
来
泊
の
に
、
綜
令
直
接
法
に
ご
一
年
分
し
所
得
を
概
算
珠
定
し

τ申
告
し
、
而
hr

も
後
日
に
至
っ
て
納
税

L
な
り
れ
ば
な
ら
前
。
申
告
時
ご
納
税
時
ご
彼
等
の
所
得
扶
態
に
大
な
相
違
を
有
も
得

Bela Fokl田， a. a. 0 Shirras， 1. c. p. 274 Stmtz， Grundlehren. S. 75 

S. 443 
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e
p
・
。
縛
め
に
彼
等
が
時
ご
し
て
は
非
常
に
堪
へ
難
き
重
い
負
携
を
し
な
〈
て
な
ら
ぬ
-
】
ご
、
も
な
り
、
叉
時
Z

J

U

て
あ
ま
b
に
斡
過
ぎ
る
も
の
を
負
ム
こ
ご
に
も
な
る
o

叉
此
異
時
の
間
に
於
け
る
物
侵
又
は
貨
幣
債
値
の
鐙
化
に

図
る
負
携

ω不
相
嘗
ご
い
ふ
こ
ご
も
考
へ
ら
れ
得
る
。
税
法
制
定
嘗
時
Z
税
法
遁
用
嘗
時
ご
の
聞
に
物
債
の
大
盤

化
め
る
に
於
て
、
綜
合
主
義
に
伶
ふ
所
の
累
進
課
税
が
無
意
義
に
な
る
ご
い
ふ
こ
ご
も
ゐ
る
o

然
る
に
此
天
引
比

例
課
税
だ
Z
、
所
得
の
あ
っ
た
瞬
間
に
、
主
(
の
大
小
に
比
例
し
て
、
其
時
其
時
の
相
臆
の
課
税
が
行
は
れ
て
、
右

い
ふ
如
、
吉
の
不
公
平
メ
は
困
難
な
き
こ
ご
を
得
る
。
此
事
は
或
度
ま
で
は
凡
ぺ
て
の
所
得
に
つ
レ
て
も
い
ひ
得
る

が
、
所
得
の
不
機
続
的
な
る
勢
働
者
に
は
特
に
重
大
で
あ
る
(
註
一
一
一
O
)
O

(
註
=
九
)

λ

ダ
ン
プ
は
、
瓶
泉
に
位
る
稀
の
控
除
は
・
租
間
を
其
時
白
能
力
に
最
密
接
に
週
醸
せ
し
む
る
も
の
だ
正
い
ふ
て
府
同
制
。

(
陸
宮
一
口
)

ヌ
グ
シ
プ
J
F
、
賃
取
捗
働
者
の
租
語
能
力
は
一
層
叩
き
期
間
に
て
測
定
し
な
〈
て
な
ら
ぬ
と
い
ム
白
色
、
之
あ
る
が
鴻
品
で
あ
り
、
そ

し
て
英
聞
に
て
、
週
賃
金
券
働
者
自
矯
め
に
阿
半
季
賦
課
内
制
を
採
る
伊
う
に
な
っ
た
由
も
之
を
考
慮
し
て
の
事
で
あ
る
。

に
か
ら
し
て
、
此
絡
の
方
法
は
飛
び
つ
く
ほ
ど
良

ν方
法
ご
は
い
へ
な
い
か
も
知
ら
ぬ
が
、
考
へ
や
う
に
よ
h

て

は
忍
び
得
ぺ
〈
又
む
し
ろ
採
る
べ
き
の
方
法
だ
ご
も
い
ひ
得
る
。

章者

論

以
上
要
之
、
時
勢
の
箆
化
は
盆
々
康
〈
一
般
民
衆
、
随
ふ
て
勢
働
者
に
も
課
税
さ
る
べ
き
所
以
の
も
の
を
加
へ

勢
働
者
所
持
に
却
す
る
特
別
謀
稀

論

議

つh
丹、

第
ご
十
容

(
第
六
披

ブL
) 

Stamp， The fundamenbl prin口ples.p. 31 
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市古

叢

第
働
者
所
得
に
劃
す
る
特
別
謀
祇

そ
し
て
其
も
従
来
の
や
う
に
間
接
的
の
も
の
で
な
〈
て
、
直
接
的
な
も
の
が
盆
々
多
〈
要
求
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迂
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